
事業実施報告書 

       

                   法人名 特定非営利活動法人アグリドッグレスキュー                   

 

事業名 
動物愛護センターに収容された犬を保護・一時飼養し、終生飼養家庭につなげ

る保護犬譲渡会および啓もう活動事業 

助成事業の種類 SDGs 推進事業（地球分野） 

1.事業の目的 動物愛護センターなどに収容される犬の数は全国で 27,000 頭を超え、4,000 頭

以上が殺処分されています。その理由は「生まれてしまったから」「病気にな

った」「飼えなくなった」など人間の一方的な理由によるものがほとんどです。

家族なら、人間のこどもなら同じ理由で捨てるということはしないのに、犬と

いうだけで命が軽んじられている現状がまだ解消されていません。身の回りに

ある生き物の命を大切に思うことは、地球規模での生物多様性の考えの基礎と

なるものだと考えています。 

その対策として、2つの活動が必要だと考えています。 

一つは犬たちに終生飼養の家庭を探す譲渡活動 

二つ目は、そもそも保護犬がうまれない世の中にしていくための啓蒙活動 

今回の申請では 11 月開催の譲渡会にまつわる一連の業務として犬の引き出し

～終生飼養家庭へのお届けまでの譲渡会事業および、譲渡会を通じた啓蒙活動

事業を申請しました。 

2.事業で取り組んだ

地域や社会の課題 

・犬の保護活動を通じて殺処分される命を救う 

・保護犬が生まれる原因のひとつである適切な飼育に関する意識が一般に広が

っていないこと 

3.取り組んだ事業の

具体的な内容・実施結

果 

令和 4 年 7 月 21 日以降、動物愛護センター等からの引き出しを開始。医療ケ

アなどを施したのち、11 月 19 日（日）に譲渡会を開催しました。この譲渡会

で里親様につながった 2 頭はそれぞれ 11 月・12 月に終生飼養家庭へのお届け

を完了しました。 

 

時期 内容 

7 月～11 月 ・動物愛護センター から収容犬を引き出し   

・一時飼養者宅へ搬送、病院にて検査・治療等  

・保護犬のトリミング実施 

・ブログ等 SNS にて日々の様子を一時飼養者が 公開 

8 月～10 月 個別お見合い 

11 月 5 日、18 日 ・公式ブログにて 11 月度譲渡会の案内を広報 

・預かりスタッフブログにて 11 月度譲渡会の案内を広報 



11 月 19 日 譲渡会開催 ※本資料 p4に写真添付 

・日時 11 月 19 日 11 時～14 時 

・会場 ペットステーション WAN 

（三郷市三郷 2－11－15） 

・告知 11 月 11 日、11 月 16 日付公式ブログ、SNS にて

開催告知・集客 

・参加者 18 組 42 名（・成果 2 頭のトライアルが決定

し、11 月・12 月に終生飼養のご家族宅にお届け 

11 月 23 日 終生飼養宅へのお届け搬送（1頭目） 

11 月 29 日 公式ブログにて広報活動（譲渡会報告）を実施 

12 月 7 日 終生飼養宅へのお届け搬送（2頭目） 

1 月  オリジナル啓蒙ステッカーの制作 

1 月 27 日・28 日 譲渡会来場者に啓もうメッセージとステッカーを配布 

 

〇成果 

 ・対象期間内で愛護センターから 36頭を引き出し 

 ・11 月譲渡会参加の 18 組 42 名様 ※写真１ 

・11 月譲渡会 2 頭のトライアルが決定 

  その他個別お見合いなどを通じ期間内で計 14頭が正式譲渡と 

なっています。 

 ・譲渡会を通じた啓もう活動  

7 月以降の事業期間内に開催された譲渡会来場者に、保護犬を説明した「ア

グリリーフレット」「あるいぬのおはなし」を配布し啓もう活動実施 

・1月からはあらたに啓蒙ステッカーとメッセージを制作し、1月 27・28 日 

開催の譲渡会来場者に配布。※写真 2 

 

○広報実績について 

・11 月譲渡会開催の広報 

 11 月 5日、18 日 公式ブログと預かりスタッフブログにて告知活動を実施 

・11 月譲渡会報告の広報 

11 月 29 日 公式ブログと預かりスタッフブログにて告知活動を実施 

 

4.事業実施により達

成した成果の具体的

な内容 

・7月以降のレスキュー活動、一時飼養を経て、14 頭を終生飼養家庭へお届け

することができています。 

・啓蒙活動として、期間内での譲渡会で保護犬を説明した「アグリリーフレッ

ト」「あるいぬのおはなし」を配布し啓もう活動実施。さらに新しい取り組み

としてオリジナルの啓蒙ステッカーを制作し、1 月からの譲渡会場にて 400 枚



を配布。 

5.費用面での工夫 譲渡会に参加するには医療ケア、トリミングなどの費用がかかります。医療は

保護犬価格で診療してくれる交渉を重ね、協力病院を開拓しています。トリミ

ングについてもボランティアで実施してくれる方にご依頼し、費用を抑えてい

ます。 

今回の事業で実施したステッカ―制作についてもこれまでアグリを応援して

くれている方の中でイラストを描いてくださるかたがいたため、その方にボラ

ンティア価格でご依頼し費用を抑えながら実現しています。 

6.地域社会への還元

について 
譲渡会場での啓蒙資料・ステッカーの配布を通じて適正飼養と犬の命への意識

付けを行いました。 

7.来年度以降どう事

業を継続し発展させ

ていくか 

譲渡会場での啓蒙活動に力を入れたい。譲渡会には保護犬について詳しく知ら

ないかたも来場します。この方たちに、保護犬の実態や生まれる原因、それを

防ぐ適正飼養などをテーマとしたお話会を実施するなどして、知ってもらう努

力を重ねることで「保護犬が生まれない世界の実現」を目指していきたいと思

料。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



写真１ 11 月譲渡会の風景 

 

 

 

写真２ オリジナルステッカーとメッセージ 

 

 

 




